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 ６月下旬から 30℃を超える日が続き、35℃を超える日も増えてき

ています。 

 この先も猛暑が続く と予想されています。今まで暑熱被害が

無い、少ない農場でも、今年も大丈夫とは限りません！  

 できる限りの対策で、被害を最小限に抑えましょう。  
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猛暑が続いています！  

● 牛舎内の通気を再確認  
・風速１m/秒で牛の体感温度は６℃減少  

・送風機のホコリを除去すると換気効率アップ  

● 牛舎への散水や断熱資材の設置  
 ・屋根の対策で放射熱が減少し、牛舎内温度の上昇を軽減  

 ・出入口や窓への遮光対策  

● 暑熱ストレスにより不足する栄養の補給  
 ・熱を発散するため水分蒸発量が増えるので、新鮮な水を十分給与  

 ・粗飼料は 2～ 3cm に細断し、重曹を 150～200g/日給与  
 

今からでもできる暑熱対策  

 

炎天下や日中の作

業は危険なため、

涼しい時間に実施

しましょう  

消毒は伝染病予防の第一歩   

～長靴の消毒は、交換が基本～  

サシバエによるストレスにも注意  

サシバエが発生すると、牛が刺されてストレスを感じる他、刺されない

ように身を寄せ合うことで牛が密集し、風の通りが悪くなります。  

□ 殺虫剤はローテーションで使用  
・同じ薬剤を長期で使用すると、耐性をもつことがあります  

□ 防虫ネットの設置  
 ・地面から２ｍの高さまで設置すると効果的です 

□ 牛舎周辺の下草狩り 
 ・サシバエが休息する場所を減らしましょう  
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牛伝染性リンパ腫の抗体検査は実施日が決まっていますので、お早めにお申込みください   


